	非鉄金属スクラップ卸売業


非鉄金属スクラップは、リーマンショック後、ロンドン金属取引所（London Metal Exchange：以降｢LME｣）相場の大幅な下落の影響を受け、販売価格は低下したが、平成21年央以降、価格は上昇傾向にある。しかし、金属加工業者の海外移転や国内の伸銅メーカー、アルミニウム地金メーカーの生産調整等により、発生量、需要量ともに減少傾向にある。

また、リーマンショック後、減少していた中国等の金属資源需要は、23年に入り回復基調にあり、輸出が増加し、スクラップの海外流出が増加している。
業界概要　

当業界は、日本標準産業分類では、再生資源卸売業（業種コード：524）の中に分類されている。非鉄金属スクラップ卸売業（5243）は、非鉄金属スクラップを集荷、選別して卸売りするもので、中にはプレス、裁断、異物処理などを行う一部加工施設を伴う事業所も含む。類似業種に非鉄金属卸売業（5234）があるが、集荷・選別業務の有無で判別される。
取り扱うのは、銅、鉛、亜鉛、アルミニウム等の非鉄金属のスクラップである。

スクラップは、発生源の分類として、各種メーカーの生産工程で発生するものを｢プロダクション・スクラップ（または、ニュー･スクラップ）｣、市中で流通した製品等に含まれ、廃棄された｢オールド・スクラップ｣に大別される。

前者は、金属加工工場の生産過程で発生する切削屑、打ち抜き屑、切れ端であり、後者は、廃棄された電気機械、電線、建材等の解体・選別を通して回収されるものである。

これらスクラップの仕入（引取り）に際しては、各企業が定期的に工場や解体作業場を巡回して集荷する場合と、持ち込まれる場合とがある。集荷品を自社の倉庫で、選別、加工処理した後、伸銅メーカー、電線メーカー、アルミニウム地金メーカー等の各工場へ販売する。また、輸出向けスクラップは、専門商社の指定倉庫又はヤードへ納品する。

加工処理の内容は、裁断、圧縮プレス、廃電線の被覆の剥離、溶解等であり、溶解設備をもつ企業では製造業の業態に近い企業もみられる。非鉄金属には、アルミ青銅地金等の合金類が多いが、溶解炉や鋳造機の設備によって、合金素材を分離抽出し、純度を高めたうえで、インゴット（鋳塊）にして銅合金鋳物業者等へ販売する。なお、近年は特殊合金、複合素材等、溶解だけではリサイクルが困難な金属素材も増えているが、これらはそのまま鉱石精錬工場へ販売される。

大阪府における事業所数、従業者数、年間販売額をみると、19年は、268事業所、1,531人、2,463億6,900万円で、対全国比は、それぞれ11.7％、11.3％、19.4％である。

事業所数は減少傾向にあり、零細中小規模の事業所が減少していることがうかがわれる一方、年間販売額はLME相場の高騰を受けて大幅な増加となっており、これを受けて従業者数は増加し、事業所としての規模は大きくなっている（表１）。

取引高は減少傾向

プロダクション･スクラップでは、仕入先である金属加工業者の海外移転や景況の低迷により加工量が伸び悩む中、スクラップの集荷量は減少している。

さらに、量産型工場等との間で、バーター取引（地金販売時に、プロダクション・スクラップの引取りを約束する取引）を締結する伸銅メーカーやアルミニウム地金メーカーが増加している。その結果、非鉄金属スクラップ卸売業者を経由するプロダクション・スクラップ量は減少している。

また、オールド・スクラップの発生量も、製造業等の設備更新が低迷する中、解体・選別される機械類も減少し、減少傾向が続いている。

プロダクション・スクラップは効率的な集荷が困難に
プロダクション・スクラップの発生量が全体として減少しているため、効率的な集荷は容易ではなくなってきている。この背景として、プロダクション・スクラップを大量に発生する量産型工場が海外移転やバーター取引を進展させる中、小規模工場への巡回数を従来以上に増やし、小口スクラップの回収に力を入れる必要がでていること、府外工場へも集荷に行くものの、その地域の地元同業者の集荷事業との競合も目立つようになってきたことがあげられる。このため、輸送コストと時間がかかる割には、集荷量が伸びないのが現状となっている。

オールド・スクラップは解体・選別費用負担が重荷に

製造業等の設備の更新が控えられる中、解体される古い設備機械装置類も減少しており、オールド・スクラップの扱い量は全体として減少している。加えて、鉄スクラップ業者や非鉄金属の価格上昇益を見込んだ異業種からの参入等により、仕入価格も上昇している。
機械類等では、小型・軽量化の進展、電子部品の増加等の中で、部品の中に複雑に組み込まれた金属を取り出す作業が複雑化し、従来以上の手間がかかるようになっている。また、廃電線の剥離作業等も人手やスペースの確保の点で国内では採算の確保が難しくなってきている。

解体・選別作業においては、エア工具、プラズマ切断機等の専門工具を使用する企業も一部でみられるものの、基本的には手作業が中心であるため、人件費の負担が採算を圧迫している。

輸出は回復傾向
近年、上記のような解体・選別に手間のかかるスクラップはそのまま輸出されることが多い。輸出品目は、廃モーター（巻線が再利用される）、被覆電線（銅線が分離・再利用される）が最も多いが、上記のように解体された電子機器（パソコン等）部品も近年、増加している。ただし、解体されていない廃家電製品は現在も輸出禁止品目とされている。

こうした輸出向けスクラップは、19年にピークを迎えた後、減少・横ばいが続いていたが、23年に入り回復基調にあり（表２）、中国を中心とした海外の旺盛な需要を反映して専門商社の買取価格も再び上昇していることや、選別の手間が省けることから、輸出に進出する企業も増加している。

採算は厳しい

銅や亜鉛の価格は、LME相場と外国為替相場によって決められるが、スクラップの取引価格も、回収コストや国内需給状況とはあまり関係なく、これら相場にほぼ連動して決められる。

銅の価格は19年中頃をピークにして、その後、高止まりとなっていたが、20年９月から急激に低下した。21年１～３月期にピーク時の50％近く下げたところがほぼ底となり、23年の１～３月期にはピーク時の90％程度まで価格は回復している。亜鉛、アルミニウムの価格は、21年１～３月期にほぼ底をつけたのは銅と同じであるが、その後の回復は、ユーザー業界である自動車や建設業界の力が強く、国内の需給状況がかなり反映されるため、価格はピーク時の60～70％程度である（表３）。
価格は回復基調にあり、売上高もそれに合わせて増加しているものの仕入価格も上昇するため、利益幅はほぼ一定である。その一方、従前と取扱量が同じでも、必要となる資金が増加するため、中小零細事業者にとっては、価格の上昇は資金繰り負担増につながる。

また、非鉄金属の今後の価格上昇を見込んだ異業種からの参入や、国内生産減少にともなう鉄スクラップの減少を受けた鉄スクラップ業者の参入も続いており、これを受けて、仕入価格の上昇と利益幅の縮小、仕入量の減少を余儀なくされている業者もみられる。

今後の見通し

国内の伸銅メーカー、アルミニウム地金メーカーのスクラップ需要は、金属加工業者の海外移転や廃業等により、国内での加工量の減少を受け、低迷している。このような金属加工事業者等の減少傾向が続くならば、伸銅メーカー、アルミニウム地金メーカーのスクラップ需要も低迷し、スクラップの需要・供給量とも減少していくことが見込まれる。

これに加えて、仕入（集荷）においては、プロダクション・スクラップは、府内での集荷先の減少や集荷量の小口化、バーター取引の増加、オールド・スクラップは選別・回収の複雑化といった問題がある。さらに、他業種からの参入とこれに伴う利益幅の低減、価格上昇あるいは高止まりによる資金需要の増加等の経営環境下、家族とパート数名という小規模企業が多いという非鉄金属スクラップ事業者の状況を考えると、今後、更なる事業者数の減少が懸念される。

（木村　和彦）
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平成９年 329 1,361 88,939 2,345 10,169 481,380

14年 276 1,264 95,815 2,396 11,549 462,046

19年 268 1,531 246,369 2,296 13,563 1,267,132

資料：経済産業省『商業統計表』。

表１　非鉄金属スクラップ卸売業

大阪府 全国
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平成19年

102,836(24.9) 1,080(32.8) 16,043(28.8)

20年

99,115(-3.6) 635(-41.2) 11,848(-26.1)

21年

68,359(-31.0) 375(-40.9) 13,967(17.9)

22年

69,153(1.2) 711(89.6) 12,040(-13.8)

23年８月

54,012(19.6) 479(30.5) 9,828(25.5)

資料：財務省『日本貿易月表』。

（注）（　）内は前年比、23年８月は前年同月比。

表２　主要非鉄金属スクラップ品の輸出高の推移（全国）

（単位：百万円、％）
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平成19年 888.5 428.4 360.2

20年 782.0 238.9 311.6

21年 525.4 197.4 195.2

22年 704.2 234.3 233.7

23年８月 807.2 233.7 246.8

資料：日本伸銅協会、日本経済新聞。

（注）年平均、23年は1～8月の平均。

表３　主要非鉄金属地金価格の推移

（単位：トン当たり千円）


PAGE  
1

